
２ 実態把握のためのチェックリストの活用 

 実態把握チェックリストは、「指導しづらい」と感じている児童生徒や「少し気にな

る」という児童生徒について、生活や学習の様子を複数の目でチェックし実態把握に活用

するものです。「もしかしたら発達障がいの特性があるかもしれない」という視点で児童

生徒を見つめ直すことで、これまで気付かなかった児童生徒自身の困っている状況が分か

る場合もあります。さらには、児童生徒の行動の意味や背景を探り、対応の仕方や支援の

方向性を考える手がかりとしても活用できます。 
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活用にあたっての留意点  

 ○入学や進学の直後でなく、児童生徒の様子が分かってきた頃に実施する。 

 ○複数の教職員で話し合いながらチェックすると、信頼性のある実態把握になる。 

 ○実態把握には様々な方法があるので、他の情報も参考にして総合的に把握する。 

 ○チェックした結果をもとに、ケース会議等を開いて支援を検討する。 

 ○診断するためのものではないことに留意する。 

このチェックリストは、東部教育局ＨＰ「特別支援教育の推進コーナー」に、

電子データーで掲載しています。ぜひご活用ください。 

http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=47700

